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手立て１理科既習ボード 
問題解決の手がかりとなる情報（既習

の知識や生活経験、学習したこと）をま

とめたもの。理科既習ボードの内容と解

決したい問題とを関連付けて考えるこ

とで根拠ある予想ができるようにする。 

 手立て２交流活動 
共通の土台で話し合える交流活動を設

定し、互いに考えを説明し合い、出された

考えを整理、比較し、広げたり深めたりし

て予想を確かなものにできるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践「太陽と月の形」（第６学年・２学期）  

根拠にして予想できるよう提示しておく。 で考えられるように、問題を焦点化する。 

◎問題解決のヒントがないか探す

ことができた。 
 

◎自分なりに問題と既習の知識を

関係付けて予想ができた。 
 

◎考えが明確になったり広がったり

深められたりできた。 

○理科既習ボードを提示することにより解決が難しい問

題でも既習の知識を振り返って考える姿が見られた。 

○交流活動で友達の考えを聞くことで自分の考えを補完

したり直したりでき、考えを広げたり深めたりできた。 

○共通の土台で話し合える問題や視点を示したことで、解

決に消極的な児童も予想することができ交流できた。 

○多くの既習の知識から問題解決に必要なものを選択す

る場面を多く設定し問題解決の成功体験を増やしたい。 

○交流がより充実するように、共通の土台のあり方につい

てさらなる教材研究を進めたい。 

○予想と実験結果を照らし合わせると考察が充実するこ

とが分かった。その学習過程に力を入れていきたい。 

 

 

 

 

●見たことと学んだことを関連付けて 

考えることに課題がある。 

●根拠を明らかにして説明することが難しい。 

 

 

 

 

 

う～ん。根拠と言われて

も…。根拠なんてないよ。

そもそも何を根拠にすれば

いいのかわからないよ…。 

学んだことや知っていることの中

に、問題を解決する手がかりとなるこ

とがありそうだね。 

振り返ってみよう。 

☆☆☆だから 

◇◇◇に   

なるんだよ！ 

手立て１ 理科既習ボード 手立て２ 交流活動 見られた児童の姿 

 

「○○は△△である」ということが 

問題解決の手がかりになりそうだね。 

「□□のきまり」も 

関係ありそうだよ。 

例）「太陽と月の形」（第６学年・２学期） 

単元を通して、

学んだことを問題

解決の手がかりと

して授業の中でま

とめていく。そし

て、既習の知識を

予想した考えを

発表し合う。友達

の考えを聞き考え

を直したり新たな

考えを付け足す。

児童が共通の土台

～理科既習ボードにまとめたこと～ 

・太陽も月も東から昇り南を通り西に沈む 

・月は太陽の光によって輝いている 

・影は、太陽の反対側にできる   など 

 

「日没時の満月や三日月の位置を考える」

という共通の土台で問題に取り組めるよう

にした。また、グループ共有のワークシー

トにかき込みながら予想を明確化させた。 

「太陽に近い西側の方がたくさん日光が

当たるから満月になる」、「太陽から遠い

東側の方が満月。日光が当たる面積が大

きくなるから。」などの記述が見られた。 


